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第 1 巻 第 1 号 

会社名 

ニュースレターのタイトル 

1 面記事の見出し 
ここに記載する記事は 430 文字から 560 文字程度の長さにします。 

ニュースレターの目的は、対象読者に特定の情報を提供することにあります。ニュースレターは、製品やサービスを宣伝したり、同僚、会員、従業員、取引先に対して会社をアピールしたり信頼を勝ち取るための道

具として適しています。 

まず、どのような読者がこのニュースレターを読むか考えてください。読者は、ニュースレターに載せた記事を読むことで利益を得る人です。たとえば、従業員、製品を購入しようと考えている人、サービスを必要とし

ている人などです。 

製品やサービスについての問い合わせ、アンケートの回答、名刺、会員リストなどから情報を集めて住所録を作ると良いでしょう。顧客情報を販売してる会社からリストを購入する方法もあります。 

どのような読者を対象にするか決めたら、デザインを決めます。Publisher には、いろいろなスタイルを使った各種印刷物のデザインが用意されています。その中から目的に合ったデザインを選んでください。 

次に、ニュースレターにどれだけ時間と費用をかけるか決めます。かけられる時間と費用によってニュースレターを発行する回数や記事の分量もある程度決まります。読者に定期的に発行されるニュースレターだ

ということが分かるよう、少なくとも年 4 回発行することをお勧めします。 

2 つ目の記事の見出し 
ここに記載する記事は、230 文字から 350 文字程度の長さにします。 

見出しはニュースレターの重要な部分なので、慎重に検討する必要があります。 

短い語句で記事の内容を正確に記述して、読者を引き込む必要があります。記事を書く前に見出しを作成します。こうすることで、記事の焦点がぼけるのを防ぐことができます。 

見出しの例には、「当社製品が業界賞を受賞」、「新製品で時間を短縮」、「会員向けキャンペーンで目標以上の成果」、「新オフィスがご近所にオープン」などがあります。 
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2019年度、当院として初めて救急車受入件数が3,000件を超え、3,349件に到達しました。2020年度

も3,000件以上を目標に救急受入体制のさらなる強化に取り組んでまいりました。 

しかしながら、2020年度は新型コロナウイルスの猛威により、全国的に救急件数は減少しました。

ただ、発熱患者は増加していきました。当院も感染対策を徹底しながらの受け入れの連続で、救急部

門も非常に混乱し対応に苦慮した1年間となりました。 

ご存じのように、当院は2023年秋を目標に旧城東区役所跡地に新病院としての移転を計画しており

ます。現在の病院は構造も古く、救急室も1室しかなく、一般病棟の個室も15室と少ない為に発熱患

者の対応に苦慮するケースが多くあります。他の患者さんと発熱患者さんを分けたスペースで診察を

しながら、救急室から離れたエリアにあるCT室への移送を行う必要があり、ゾーン分けやルート確保

など非常に複雑な動きが要求される救急対応をせざるをえません。 

そんな中で2年連続で救急受入3,000件を達成できたのは、全スタッフが当院の理念である「地域社

会との共存・共栄～地域住民の健康を支援する事で地域社会に貢献すること～」を実践する為に、地

域の先生方からのご紹介と救急は極力断らないように取り組んできた結果だと思います。 

先月ご報告させていただいた病院機能評価の審査においても、当院の救急部門は最高評価の「Ｓ：

秀でている」をいただく事ができました。 

2020年度の当院の救急対応を振り返ると、多くの課題も見えてきました。特にハード面に関しては

救急室の少なさ、個室病室の少なさ、ゾーン分けのやりづらさ、CTを含めた検査部門への移送距離等

の様々な問題が確認されました。新病院ではこれら全ての問題を解決し、コロナ禍での救急医療にも

極力対応できる救急体制を構築していきたいと考えております。今後ともよろしくお願い致します。 

 2020年度の救急車受入実績は2年連続で3,000件以上を達成しました 
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直通TEL 06-6932-0369 直通FAX 06-6932-0086 

 
東大阪病院 地域連携部 東大阪病院（代表） 

 T E L :０６（６９３９）１１２１    ＦＡＸ :０６（６９３９）１１９１  

 

大阪府大阪市城東区中央１丁目７－２２ 

～オンライン資格確認システムについて①～ 
 

いつもお世話になっております。医事課長の伊藤達也と申します。 

 今回は、オンライン資格確認システムを説明させて頂きます。 

 オンライン資格確認は3月下旬から本格運用予定でしたが、医療機関等の準備遅れ

や保険者におけるデータ制度の問題などがあり、10月の延期が厚生労働省から発表が

ありました。このオンライン資格確認はどのようなものか説明させて頂きます。 

 

◎オンライン資格確認システムのサービス概要 

・オンライン資格確認…患者さんが受診する際に保険証の資格確認をマイナンバーカード（利用者 

    証明用電子証明書）または被保険者証を用いてオンラインでできます。 

・特定健診情報の参照…患者さんの同意がある場合、各医療保険者等からの特定健診情報の報告 

       結果、特定健診等情報（医療保険等が登録した5年分の情報）を参照できます。 

・薬剤情報の参照…患者さんの同意がある場合、レセプトをもとにした患者薬歴情報（レセプト情報 

  を基にした3年分の情報）を参照できます。 

・レセプト振替・分割…審査支払機関へ提出されたレセプト情報を審査支払機関にて加入者の資格 

       情報の有効性を確認し、レセプト請求先を振替・分割できます。 

     ※保険情報誤りによる返戻が減ると考えられています。  

 

◎オンライン資格確認方法 

・マイナンバーカード…マイナンバーは使用しません。また、マイナンバーカードに保険証情報が 

       格納されるわけではありません。利用者証明用電子証明書（シリアル番号）を使用します。 

       本人確認も合わせて実施されることから月1回の被保険者証の現物確認は不要です。 

    ※患者自身でマイナンバーカードによる健康保険証利用申込は必要です。 

・健康保険証…健康保険証による資格確認では現行の保険証に枝番2桁を追加し、個人単位化を行い、 

                            使用します。本人確認にはならないため、現行通り月1回の被保険者証の現物確認は 

                            必要です。 

 

◎オンライン資格確認対象の保険 

・全ての健康保険証に対応するものではありません。 

       公費（国公費・地方公費・生活保護を含む）はオンライン資格確認の対象外となります。 

・限度額認定証の情報を患者さんが申請する前に取得することが可能となります。 

 

以上がオンライン資格確認の概要になります。なにぶん、オンライン資格確認システム自体が延期に 

なり、不透明な部分もあります。詳細については、下記を参考にして頂ければと思います。 
 

・医療機関向けポータルサイト：https://www.iryohokenjyoho-portalsite.jp/ 

・オンライン資格確認等コールセンター：0800-080-4583（通話無料） 

・日本医師会ホームページ・メンバーズルーム内オンライン資格確認相談窓口  

    https://www.med.or.jp/japanese/members/info/jirei.html 

・厚生局「社会保険診療報酬支払基金 オンライン資格確認等システム開発準備室 

    電話番号：0800-8007121（通話無料）  

医事課 課長  
伊藤 達也 

 第16回 レセプト請求事務からのワンポイント!!         


